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A127)興味ある MRl所 見を示 し悪性脳陸将
が疑われた 1例

翌原 正賓○金森 政之 (諦 歪霜 病院)

症例は,68歳女性で平成8年6月に記銘力障害がLiJ,現

し当科受診 した.MRIでは右シ′Lビウlく製及び両側側

脳室前角周辺に T2強調画像で高信号域を認めるも異

常造影所見がたく症状も軽いことより外来にて経過観察

とな-)た.そLT)後.動作が緩慢になり見当識障害も出現

したため同年8Ji当村入院(i-_-,TE-,た.MRTLt/LArR 法)

にて病輿がさらに明瞭に捕出され 定位的生検術を施行

したが病理学的には異常所見を認めなかった.Å院後も

症状は急激に進行 し,同年川月には無動性無言の状態と

なった.その後 MRIにて右側頭零か上､-両側前頭輩に

異常信号域が拡大するとともに右側頭葉iこ異常造影部分

が認められるようになった.平成9年2月異常造影部分

の拡大iこより脳-′しこ~i'を合併 し死亡退院とな---､tL.本

症例では.症状の進行の早さと最終的な:MRI所見か

Ll-)悪性脳腫虜が疑われるが.初診時の MRI上悪性所

見が乏 しい点,当初病理所見が全く正常であー､た点より

稀な症例と考え報告する.

A-28)第三脳室前半部髄膜陸の 1手術例

伊藤 誠康 ･府川 修
増山 祥二 ･三谷 慎二 二･∴ ~

症例は39歳男性.蘇.1二部かLl-〕第三脳室前半部にかけて

存在する陸揚を指摘され 当科に紹介された.CT にて

MRIでは,TIWI,T2Wlおよび PWIiこて,それぞ

示した.脳血管撮鰍 こて.腫堵陰影を認めた.interhemis-

phericlamirlatennirlalisapprnacllにて,第三脳室内

腫壕はほぼ全滴できたが,出血が続 く第二脳室前半底部

は飽和こて地理した.病理組織所見は fibl･()blasticmellin-

giomaであった.以上より.本症例は第三脳室民前半

ほは正中部のくも膜組織を発生母地とした第三脳室前半

部髄膜腫と考えられた.術後約 1カ月の現時点で,記銘

力障害と汎下垂体機能不全を認めている.考察 :全髄膜

腫のうち脳室内発生率は1.6,Ob日 成八倒)と少なく,さ
らに第三脳室発生例の報告は稀である.第三脳室底周辺

部のくも膜組織が発生母地と考えられた 1手術例を報告

する.

A-29)経時的に画像を追跡 し得た微小嚢胞捜
髄瞳腫の 1例

著雷 良要:歪墓健欝爵儲 露寛欝倉病院∋
患者は頭重感を主訴とする76歳 ｡女性で,89年の頭痛

の精査の CTでは異常なかったが,92年の CTで右前

頭部iこ低吸収域が描出され 96年10月L:T)CT で低吸収

域(ハ増大が指摘 され 当科へ入院 した.腫癌は CT で

低吸収域.MRIでは Tlで低信号.T2で高信号,Gd-

IJIl:)Aでは網目状に増強され 脳血管撮財では extra-ax_ial

に強 く癒着 してし､る extrこ1-aXii1lnl;1SSであ･r),茶褐色

透明 書ゼリ-状で,極めて軟らかく吸引可能であった.

塵塚細胞間に多数しりmierocrstが観察され ･････････一部には

whorlfornlationや psammomabodyを伴っており､

微小嚢胞性髄膜腫と組織診断された.術後経過は良好で,

頭重感は軽快 し.独歩退院 した.

A-30)テン ト上下に発育した乳頭状髄膜腫の
1例

豊思川鉄豊 :錯 健壷 儲 盈霧 衆病院)

L症例167才､男 L現病歴l昭和60年.当院耳鼻科で
右中耳真珠腫LT)摘出術を受けナ∴ その後の経過観察中 こ

MRrで右の小脳橋角部に 1.5clll径の腫壕を認め,辛

成2年4fl,当科で全摘出 した.病卑診断は乳頭状髄膜

腫であー-'た.平成 7年7月 MRIで右中頭蓋嵩錐体前

方に 1cm 径の腫壕の出現を見た.平成8年11月,同

塵壕の増大を認め,手術目的で入院となった.〔手術〕右

前頭側頭開頭で錐体前方に付着した黄赤色,弾性硬の腫

痔を全摘出した.〔病理1円柱上攻様細胞の乳頭状の増

殖が見られた.腫壌細胞は､＼うmeLntinと NSEに陽性,

cytokeratinと S-100 iこ一部陽性.GFAP,CEA,EMA

に陰性であった.〔考察〕 しばしば悪性の経過をとり鼠

織像で乳頭状の増穂を示す髄膜腫は乳頭状髄膜腫と呼ば

れているが.極めて稀なものである.本例では,腰痛が

錐体骨に浸潤するように増殖していたことが推測される.

寒例は,術後放射線療法を行い,現在経過観察中である.


